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昆虫ホルモン名 分子種 主な機能 単離と構造決定
脱皮ホルモン ステロイド 脱皮・変態の制御 Butenandtら（ドイツ）（1954）
幼若ホルモン テルペノイド 脱皮・変態および生殖の制御 Röllerら （ドイツ）（1967）
ペプチドホルモン
ボンビキシン ペプチド 細胞増殖の誘導・促進 長澤寛道、鈴木昭憲ら（1984）
前胸腺刺激ホルモン ペプチド 脱皮ホルモンの分泌制御 川上厚志、鈴木昭憲ら（1990）
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の方々には各種情報をいただきま
した。文末にはなりますが、関係各
位に深甚な感謝の意を表します。
参考文献
01）日本分子生物学会編「ショウジ
ョウバエの発生遺伝学」丸善、
1989年
02）相垣敏郎「ショウジョウバエゲ
ノムの機能解析」蛋白質核酸酵
素pp.2436‐2440、2001年
03）竹田敏「昆虫機能の秘密」工業
調査会、2003年
04）鈴木幸一、竹田敏、桑野栄一、
山川稔、伴戸久徳、本田洋、田
村俊樹、木村澄「昆虫機能利用
学」朝倉書店、1997年
このような研究基盤の上で、昆
虫の発育制御とホルモン研究、昆
虫の生体防御機能研究、昆虫の共
生微生物研究などに代表される、
昆虫が有する特異的機能の解明を
進めることは、生命科学研究の一
分野としても重要である。
謝　辞
本稿は、科学技術政策研究所に
おいて2003年４月16日に行われ
た理化学研究所の名取俊二特別招
聘研究員による講演会「昆虫を用
いた研究の動向と今後の見通し」
を参考に我々の調査を加えてまと
めたものである。本稿作成にあた
り、農業生物資源研究所の研究者
昆虫を対象とした生命科学研究
は各種昆虫の全ゲノム配列を研究
基盤のひとつとするポストゲノム
時代に突入しつつある。ショウジ
ョウバエとハマダラカに続いて、
これらとは進化系統図の上で大き
く離れた位置にあるカイコの全ゲ
ノム解読が完了することにより、
ショウジョウバエやカイコなどの
モデル生物のあらゆる生命活動の
解明に寄与するだけでなく、昆虫
の生命科学領域における理解がよ
り一層深まることが予想される。
カイコを用いた生物学研究の豊富
な蓄積があるわが国においてカイ
コの全ゲノム解読プロジェクトを
推進する意義は大きい。
4．おわりに
